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評価確定日（平成24年9月28日）

区 分
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担 当 者 名

政 策 名

施 策 名

施策目標（指標）名

１．事業の概要

前回評価計画① 最終② 増減②－①

1,340,000 1,635,700 295,700

工事 1,340,000 1,635,700 295,700

用補 0 0 0

その他 0 0 0
調査・設計
立体駐車場
連絡通路

調査・設計
立体駐車場
連絡通路

公共事業終了箇所評価調書

事業コード Ｈ２４－建－終－ ４ ●　国庫補助　　　　　　　○　県単独

事業名 地方道路交付金事業（改築） 建設部　道路課

事業種別 交通結節点改善 道路建設班　　（ｔｅｌ）018-860-2492

路線名等 （主）秋田空港線 阿部　喜巳

箇所名 空港立体駐車場 齋藤　篤

政策コード 10 交通基盤の整備

施策コード 01 高速・広域交通ネットワークの整備

指標コード 02 空港の機能強化等による航空利用者の利便性向上

事業の
背景及び

目的

○秋田空港駐車場は年間２０万台が利用している。しかし、繁忙期には容量が不足し、到着ロビーから５００ｍ以上
離れた仮設駐車場や除雪車格納庫前のスペースを解放する等の対応を余儀なくされている。また、第一・第二駐車
場は午前中の早い時間にはほぼ満車となっている。特に冬期は風雪の中の移動や車両に積もった雪の除雪に時間
と労力を損失し、航空機本来の速達性が大きく損なわれている。このため駐車場に対する空港利用者の満足度は極
めて低い。空港利用者を対象としたアンケート調査では、「立体駐車場が必要」とする意見が夏期７０％、冬期８２％
であり、課題解決のため立体駐車場に期待する県民ニーズは高い。

事
業
効
果
の
要
因
変
化
及
び
発
現
状
況

事業期間
前回(H１９年) 　H２０年　～　H２２年

総事業費
前回(H１９年)　　　　　１３．４億円

国庫補助率 7/10
終了　　　　 　　 H２０年　～　H２２年 終了　　　　　　　　　 １６．４億円

事業規模
前回(H１９年)　　立体駐車場　１式

終了　　　　　　　立体駐車場　 １式

事業費
内訳内容
（千円）
及び

要因変化

理由

事業費

経 費
内 訳

鋼材価格の高騰、地下埋設物移設工事費の増による。

事業内容

コスト・効果対比較 費用便益変化の主な要因（前回評価→終了）

○最終コスト 【便益】

　終了Ｃ②／前回評価Ｃ①＝（１．２２）

○費用便益

　　　　前回評価Ｂ／Ｃ＝（　－　） 【費用】

　　　　↓

　　　　終了Ｂ／Ｃ＝（　－　 ）

目標
達成率

指標名 利用者満足度

指標式

指標の種類 ●　成果指標　○　業績指標 低減指標の有無 ○有　　　●無

目標値ａ データ等の出典
アンケート調査

実績値ｂ

達成率ｂ／ａ 把握の時期 平成２４年　３月

　指標を設定することができなかった場合の効果の把握方法
　○指標を設定することができなかった理由及び把握方法と成果　　※データの出典含む

自然環境の
変化

・外壁材の一部に建設発生木材、廃木材、廃プラスチック材を粉砕・成形して製造された木質の建設資材を使用して
いる。
・立体駐車場整備に伴う空港公園緑地改修については、既存樹木を移植して行った。

社会経済
情勢の変化

・H22.10.21　羽田空港新滑走路供用　　　　　　　・H23.7.29　主要地方道秋田御所野雄和線（空港アクセス道路）供用
・H23.10.30　秋田～羽田線が２往復増便　　　　 ・H23.12.16　秋田～伊丹線が２往復増便

事業終了後の
問題点及び管
理・利用状況

・立体駐車場利用者へのアンケート調査の結果、天候を気にせず出かけられるといった利便性の向上が整備効果と
して挙げられる。
・立体駐車場の利用台数は、１年目は７万８千台、２年目は９万１千台と年々増加しており、秋田空港の利用者の増
加及び利便性の向上に寄与している。



（秋田市雄和椿川　地区）

なし

　②指摘事項への対応

なし

２．所管課の自己評価

評価結果

　　　○Ａ　　（妥当性が高い）　　●Ｂ　　（概ね妥当である）　　○Ｃ　　（妥当性が低い）　

３．評価結果の同種事業への反映状況等（対応方針）

４．公共事業評価専門委員会意見

○総合評価の判定基準

総合評価

住民満足度等
の状況

（事業終了後）

　①満足度を把握した対象　●　受益者　○　一般県民　　（時期：平成２３年　７月及び平成２４年　２月）
　②満足度把握の方法
　　　●　アンケート調査　○　各種委員会及び審議会　　○　ヒアリング　○　インターネット
　　　○　その他の方法　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　③満足度の状況

　立体駐車場利用者から、「天候を気にせず出かけられる、空港ターミナルビルに近い」との評価が得られ
た。

上位計画での
位置付け

　ふるさと秋田元気創造プランにおける施策「広域ネットワークの充実と空港機能強化」を支援する事業

関連プロ
ジェクト等

・羽田空港再拡張事業
・主要地方道秋田御所野雄和線（秋田空港アクセス道路）整備事業

前回評価
結果等

　　　　　　●選定または継続　　　○改善　　　○見直し　　　○保留又は中止
　①指摘事項

観点 評価の内容（特記事項）

有効性

　①住民満足度の状況
　　　●Ａ　　　　　○Ｂ　　　　　○Ｃ

●Ａ

○Ｂ

○Ｃ

　アンケート調査結果から、約５割の回答者から立体駐車場をよく使うという回答だっ
た。さらによく使う利用者の約７割が非常に満足及び満足しているとの回答だった。

　②事業の効果
　　　○Ａ　達成率100%以上　○Ｂ　達成率80%以上100%未満　○Ｃ　達成率80%未満

効率性

　①事業の経済性の妥当性
　　　○Ａ　　　　　○Ｂ　　　　　○Ｃ

○Ａ

○Ｂ

●Ｃ
　②コスト縮減の状況
　　　○Ａ　縮減率20%以上　○Ｂ　縮減率20%未満　●Ｃ　縮減なし

　鋼材の価格高騰により事業費が約２割増となった。

総合評価 　繁忙期の駐車場容量不足の解消や冬期間の利便性の向上が図られており、立体駐車場利用者からの
アンケート調査結果からも成果が認められることから、当事業は概ね妥当であると評価できる。

　事業開始前の予備調査や設計段階での現場の把握や他事業との調整を行い、実施・詳細設計における適正な事業費の算出に努
めるとともに、工法の工夫や廃材の再利用などコスト縮減に関しても積極的な取り組みをし、効率的な事業執行に努める。
　当該施設では、アンケート結果において利便性向上に高い評価が得られていることから、同種の施設整備においては、施設利用
者の意見をより一層反映した事業の実施に努める。

県の対応方針を可とする。

総合評価の区分 判　　定　　基　　準

Ａ　（妥当性が高い）　 全ての観点の評価結果が「Ａ」判定の場合

ＢＢ　（概ね妥当である） 「Ａ」判定、「Ｃ」判定以外の場合

Ｃ　（妥当性が低い）   全ての観点の評価結果が「Ｃ」判定の場合


